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１）始めに 

 城絵図発見から５０日ほどの短期間であるが、調査経過に順じ、

暫定報告をしたい。平成２３年（２０１１年）２月１１日、明治期

作成による城郭名未記載の城郭絵図２０点について、作図目的、城

郭名を分析調査の結果、これらの絵図は、国家レベルの意志の元に、

廃藩置県後、各県が作成した官制絵図であると判断、明治政府によ

る、明治５年（１８７２年）陸軍省築造局による、城郭存廃調査に

基づくものであると確信した。急遽、３月５日残余の１０５点を確

認したところ、明治５年２月２８日発足の陸軍省築造局の捺印を発

見、さらに、明治５年５月作成年月記入絵図多数、又、当初２００

点程の全国規模であること、その出自がフランスである事まで判明

した。その結果、これらの絵図は正保城絵図を超えるスケール、明

治初期作成という内容から明治政府による、国家規模で実施された。

明治６年の城郭存廃決定に至る明治５年調査図と判断した。（以下、

陸軍省城絵図とする。） 

国家規模の城郭の一斉調査にかかわる絵図の存在は、今日まで正

保城絵図以外には、その残存を全く知られていない。防衛省防衛研

究所の陸軍省大日記もその記録を欠いている。陸軍省城絵図は。関



東大震災や東京大空襲といった度重なる首都災禍により、軍機関本

部の焼失とともに、その存在が忘れられた幻の絵図群である。詳細

な絵図には４ｍ近くになる巨大なものもあり、緊急時、短期間とい

う事情により、正保城絵図のように絵師による清書を見たものは少

ないが、城郭の存廃決定に至る、つまり、城郭の存続と破壊を決定

する根拠となる内容的に極めて重要かつ詳細な絵図といえる。筆者

はこれまで、①明治初期測量史の研究、三春県絵図方絵図の検証（注

１）を行ったが、今回の絵図に成果の一部が収録されていた。②明

治から戦前にいたる城跡の急激な破壊を記録研究するために。日本

全国の城郭所在都市地図明治から戦前まで数千点を集積、公開して

きた。（注２）③城郭研究の原点として、明治陸軍の城郭研究史調査

を行い、公開してきた。（注３）陸軍省城絵図はこれらの筆者の研究

においても原点に位置するもの（注４）である。 

明治政府による軍制改革、急激な軍事技術の革新による価値観の

変貌の中で、陸軍省城絵図は明治政府が旧幕府の城郭をどう評価し

ていたか、今日まで、どのように変貌を遂げたのか、変貌前を物語

る貴重な資料である。絵図発見から５０日、残存１２５点の絵図の

リストアップと概略の検証を終了した。作成後１３９年を経過して



始めて発見された絵図群について、全体像を明らかにしたい。 

尚、この記録は調査経緯に順じて、記入しており、其のじきじき

のまとめを記入している｡調査の進行と共に、結論が進化、変化して

いくことはご了解いただきたい。 

注１） 明治４年三春県絵図方測量記録 １１６町村６００余の野帳・絵図 

富原道晴 ２００４年 古地図研究第３１２号しろはく双書１６三

春古城絵図・三春県絵図方測量村絵図 

注２） しろはく双書第５号和歌山市街図と和歌山城跡の変遷・第６号甲府城

資料・第９号釜山倭城と町並み古地図に見る景観・第２０号仙台城跡

図集明治大正・第２１号同昭和・第２２号若林古城跡に迫る 

注３） 国難の時代幕末 軍事史から見た砲術と城郭  

附・明治以降陸軍城郭研究編年史 富原道晴 

     関西城郭研究会機関紙城１９３号２００９年１月 

 注５） しろはく古地図と城の博物館富原文庫は、平成１２年５月１５日設

立された城郭研究機関、中世・織豊期城郭絵図と近世城郭幕用図、

藩用図、兵法城絵図の発見、明治以降城郭遺跡の変遷解明地図の検

証を目的とし、１４万点の古絵図、古典籍、絵葉書、城郭文献を収

蔵している。池波正太郎真田太平記館開館記念「戦国時代の城と合

戦絵図展」富原文庫群馬開館記念「上野動乱絵図に見るの戦国城館

展」を開催。江戸東京博物館、板橋区立郷土資料館、日本銃砲史学

会、日本古地図学会等に資料の提供や展示貸出、講演を行っている。 

２） 残存陸軍省城絵図１２５点調査記録 

 残存１２５点の城絵図について、目録作成と検証を行った。その

結果、城郭名未記載のものが２５図あり、縄張等から検証、判明し

た城郭数は８２城、５城は不明、計８７城に対し、１城で複数描か

れた物もあり、１１９図となり、関連絵図６図で総計１２５図とな

った。これらの絵図について、描画内容、描画精度、描画面積、描



画枚数、地域分布、記入された特長を整理したい。 

い）内容別 城郭図８２図 御殿図９図 天守図１城３図 

要害図４図 陣屋図８図 古城図８図 

砲台図３図 城下町図２図 古戦場図１図   

施設図３図 地域図２図 

城郭・陣屋・古城・要害・砲台がほとんどで１０５図 

御殿・天守等建築で１２図、その他８図となる。 

ろ）描画精度 細密図２０図 精図６５図 粗図３６図 

      国家事業でありながら、粗図が存在するのは緊急性と

いう製作時間制約、細密図・精図で８５図を数えるの

は絵図群の性格を表している。 

は）絵図面積 巨大図１辺２ｍ以上８城９図 

    米沢城１７０ｘ２７２ｃｍ・牡鹿半島横断測量図３１ｘ２

４７ｃｍ・小諸城２図２５０ｘ４２４ｃｍ・亀岡城２１７

ｘ３５０ｃｍ・柏原城１２０ｘ２０８ｃｍ・久留米城３４

６ｘ２５６ｃｍ・岡城２８ｘ４０５ｃｍ・佐伯城８１ｘ２

３７ｃｍ 

   大図１ｍ以上４０図 （目録参照） 



中図５０ｃｍ以上６０図 （目録参照） 

小図５０ｃｍ以下１５図 （目録参照） 

に）地域別分布 （城郭、陣屋、古城、要害、砲台、城内建築図 

等すべて城とした。城名は目録参照） 

東北地区  羽後５城６図 羽前３城５図 陸前４城５図１地域１

図（牡鹿半島横断測量図）陸中３城３図 磐城７城８

図１地域（田村郡実測図）１図 計２２城２７図 2 地

域２図 

関東地区  常陸２城２図１施設（笠間文武館絵図） 上総３城 

３図 計５城５図１施設１図 

甲信越地区 信濃６城９図 計６城９図 

北陸地区  越前４城７図 若狭１城１図 計５城８図 

東海地区  駿河１城２図 遠江３城５図 三河５城７図 

      美濃６城１０図 尾張１城１図 計１６城２５図 

近畿地区  伊勢５城７図 志摩２城２図 伊賀１城１図 

      近江１城１図 大和１城１図 摂津１城１図 

      紀伊１城２図 丹波５城１０図 丹後４城６図  

但馬１城１図 淡路１城１図 計２３城３３図 



中国地区  残存せず 

四国地区  残存せず 

九州地区  筑後１城１図１古戦場（高良山古戦場）１図 

      豊前１城２図 豊後３城３図 薩摩１施設２図（砲術

館） 計５城６図１古戦場１施設２図 

城名不明  砲台図１、御殿図２、陣屋図２、城郭図１図 

計６城６図 

総計    ８８城１１９図その他６図計１２５図 

以上、関東、中国、四国に就いて、欠落が多い。全体については 

、散逸絵図の発見と解明が必要とされる。 

ほ）個別絵図の枚数 

 今回の絵図は統一された仕様に基づく所産であるが、受ける側の 

各県の受け取り方に差があり、残存度が問題としても、絵図の内 

容と別に提出枚数にも差が出ている。 

  米沢城３図、勝山城３図、岡崎城３図、園部城３図、亀岡城 

４図、その他は２図―１図となっている。とりわけ、城跡の現状 

が改変されている亀岡城の解明が急がれる。 

３） 陸軍省城絵図群の特長 



今回の絵図の特長を整理しておきたい。 

い）当初２００点に及ぶ、全国規模の国勢調査であり、個別調査は

県が実施している官制絵図である。調査の指示は陸軍省築造局

派遣将校が全国で行っている。 

ろ）調査の目的が城郭の軍事機能である土木工事の仕様に加えて、

城域の坪数や、残存建築の居住性、坪数等、軍営地としての適

性に重点が置かれている。旧城郭の軍事機能が最早、時代に取

り残され、城跡の利用目的を主体としている。 

は）残存建築の平面図、間取り図、屋根葺図等の記入が詳細であり、

その利用目的は居住性であり、兵営としての利用と思われる。

活用整理のための付番が付されている建築が多数ある。焼失し

た場合は戊辰兵火等原因を記入している。 

に）ほとんどの絵図が県庁所在地や元知事住居を明記し、行政機能

について、明確にし、利用状況を確認している。制作年代は廃

藩置県以降である。（明治４年７月１４日廃藩置県の詔勅） 

ほ）城郭というより、その機能を終えた城跡と理解され、江戸詰藩

士帰藩のための開墾状況、城の破壊が記録されている。藩政の

記録があり、作成者は県行政当局である。 



へ）制作年時は明治５年と明記したものがあり、ほとんどが同年代

と推定される。陸軍省築造局の印がある絵図があり、陸軍省発

足の明治５年２月２８日以降が絵図群がまとめられた上限とな

る。絵図群着手は３月１８日(後述)。個別絵図の完成は古図に

現状記入したものもあり、明治５年の現状記入年を作成年とし

ても下限は提出(後述)の８月となる。 

と）薄葉紙にかかれたものが多く、既存の絵図を元図として、短期

間で制作されたものが多い。 

ち）描画精度はまちまちであるが、絵師による清書まで行った絵図

は比較的少ない。 

り）城郭図以外に、地域により、要害、砲台、軍事上の要地、古城、

軍事施設、古戦場図まで含まれ、地域によって作成範囲がバラ

バラで指示の不明確さ、緊急性を読み取れる。福知山城のよう

に天守各階平面図を残している城もある。 

ぬ）城内の軍事施設、練兵場、鉄砲打場、武器蔵、武学校、兵学寮、

火薬蔵、修行兵屯所、調練場、銃練場、文武学校、遠町打場、

兵隊屯所、営繕方等の記入が顕著である。 

る）絵図の作成にはフランス軍事顧問団は関与していないが、伝来



の関わりには検討の余地がある。 

を）個別城絵図の特記事項  

大館城 戊辰兵火建物不残焼失、一関城 図籍掛改済印、石母

田館 第２１区・村長署名黒印、宮沢要害 壬申（明治５年）

５月 、守山陣屋 元松川県管轄、三春城 明治５年正月営繕

方作成 測量佐久間讃 、下館城 東京住士卒帰藩邸宅地不足

本丸出丸牛年開拓 、勝山城 明治２年銃練場改作、岡崎城 元

岡崎県、刈谷城 図籍掛改済印 、挙母城 本丸元挙母県城郭、      

田原城  元田原県、今尾城  元今尾県内外郭之図、      

加納城  元加納県城跡略図・藩士帰農の地に割譲  、     

郡上城 元郡上県城郭絵図・開墾地、苗木城 元苗木県城跡略

図、鳥羽城 志摩国元鳥羽県、高槻城 袋に陸軍省築造局印・

高槻県、亀岡城 丹波国亀岡県、柏原城 元柏原県庁総図、福

知山城 （天守指図）明治５年４月能勢市次郎作 、舞鶴砲台 

壬申（明治５年）５月豊岡県支庁舞鶴局印 、松帆台場 文久

３年出来岩屋浦松尾砲台  

４）陸軍省城絵図の時代背景 

明治の軍制改革に伴う、国民皆兵、徴兵制度の施行の中で、軍営



整備を目的として、旧幕府城郭調査は実施され、今回の城絵図が残

された。激変する時代の流れの中で、正確にその作成目的を調査し

たい。又、絵図が当初フランスで発見されたため、フランス軍事顧

問団との関わりを重点的に篠原宏氏の『陸軍創設史、フランス軍事

顧問団の影』等明治初期陸軍資料（注１）をベースに、軍制改革に

かかわる緊迫した事項を編年整理した。 

慶応３年（１８６７）１０月１５日朝廷、大政奉還を承認、２４

日徳川慶喜将軍職辞表。１２月９日明治政府三職設置。 

慶応４年１月３日鳥羽伏見の戦い。仁和寺宮軍事総裁に。１３日

太政官設置、２月３日三職八局制度、軍防局発足。４月１１日江戸

城接収。５月２４日徳川家達駿河７０万石転封。７月１７日江戸を

東京に改称。９月８日明治改元。 

明治２年５月１８日五稜郭降伏、戊辰戦争終結。６月２１日―２

５日兵制会議薩長土三藩兵力東下。７月８日官制改革、軍防局は兵

部省に。１１月１８日海陸軍建設要項上申。内容兵部省役所、兵学

寮、陸軍屯所建設他。１１月２４日兵部省前途之大綱上申。内容陸

軍は仏式。 

明治３年１月４日陸軍兵学寮大阪開業。３月１４日太政官朝議陸



軍フランス式内定。4 月新政府第２次フランス軍事顧問団派遣要請。

６月２７日普仏戦争開始。９月２日ナポレオン３世ドイツ軍に降伏。

１０月２日太政官陸軍はフランス式、海軍はイギリス式に決定布告。

１０月１９日陸軍兵学令。１１月１３日国民徴兵規則発。１１月２

０日兵学寮は各藩に生徒要求。フランス陸軍兵術書研究、翻訳。 

明治４年１月１２日普仏戦争講和。２月２２日朝議三藩親兵設置。

４月２０日東山鎮台本営石巻、西海鎮台本営小倉設置。７月兵部省

職員令、陸軍組織決定、陸軍築造局、陸軍兵部寮、参謀局、５管鎮

台。７月１４日廃藩置県の詔勅。１１月府県統廃合により３府３０

２県は３府７２県となった。１２月兵学寮の東京移転決定、１２月

２４日山県軍備意見書。常備兵、予備兵設置、内乱鎮圧から外向き

の軍備へ、仮想敵国想定、男子皆兵徴兵制発足、沿海防備海岸砲台

整備、戦艦建造、（絵図には元亀岡県等、旧３０２県を旧と表現し、

絵図完成時が７２県統合後である事を実証している。） 

明治５年２月２８日兵部省は陸軍省、海軍省に分離。３月１０日

兵学寮東京移転。（３月１８日から城郭存廃調査は実施され、８月報

告された（後述）。）４月１２日第２次フランス軍事顧問団来日。１

１月９日徴兵令公布。１１月１２日岩倉欧米使節団出発、軍制調査



研究。（明治６年６月２４日使節団帰国）１１月２８日全国徴兵の詔

が発。１２月２日太陰暦は太陽暦に 

１２月３日は明治６年１月１日に。１月９日全国鎮台配置改定。

６鎮台、陸軍歩兵十四連隊、騎兵三大隊、砲兵１８小隊、工兵１０

小隊、軽重兵６隊、海岸砲兵９隊、平時人員３１６８０人、戦時人

員４６３５０人。８月１３日教導団兵学寮から陸軍省直轄、８月２

０日戸山学校発足、８月２５日フランス軍事顧問団要塞建設意見書。

以降、１０数年海岸巡視調査。１０月１０日兵学寮に仮士官学校設

置、 

７年１月士官養成、防禦線画定、 

明治８年１月１５日フランス軍事顧問団南部海岸防禦法案上申。

７月１７日意見書、砲台建築の原則、砲台の種類、砲の口径、砲の

間隔、特殊な防禦法、１０月４日陸軍全土要塞化意見上申。 

明治９年１月要塞建設開始。 

明治１０年３月西南戦争  

明治１１年１２月５日参謀本部陸軍省から独立。 

明治１３年５月フランス軍事顧問団すべて帰国。 

明治１８年３月１８日ドイツメッケル少佐来日、この後、陸軍は



兵制をフランス式からドイツ式に変更。 

陸軍省城絵図作成は次項に見るように、明治５年３月１５日の通

達によるものであり、第２次フランス軍事顧問団の来日は４月１２

日であって、絵図作成そのものにフランス軍事顧問団のかかわりは

ない。しかし、陸軍省の防衛計画に深くかかわったフランス軍事顧

問団(注２)の関係者が、これらの絵図がその城郭存廃の用途を終了

したのち、無用のものとして、入手し持ち帰った可能性は十分考え

られる。陸軍省城絵図は正保城絵図のように、絵図の保存と今後の

活用を目的としていない。行政資料として、城郭の存廃が決定され、

用済みとなった絵図がフランスに渡ったことは、その経緯が不明と

しても、フランスに絵図が残存した理由かもしれない。 

 絵図は予想された通り、明治政府による国民皆兵という軍制改革

の中で、その拠点造り、鎮台の整備という過程で実施された。旧幕

府城郭の現状調査記録であった。明治以降の激しい変動の中で、明

治５年という定点で全国規模で城郭遺跡の状態を知ることができる、

陸軍省城絵図の出現は城郭研究史上、重大な意義があるといえる。 

注１ 陸軍創設史 篠原宏 １９８３年・幕末維新三百藩総覧昭和５２年・

明治期国土防衛史平成１４年・陸軍歴史明治２２年・図説陸軍史平成３年・

軍事学入門１９９９年 

注２ 明治８年フランス軍事顧問団報告書陸軍士官学校職員一覧表 



一般訓練 フランス人教官地形学・築城学クレートマン中尉 

明治１１年士官学校学科 地理図学、兵学（諸種戦闘法、攻守法）、永久築城

学（攻城砲、築城史）、地理学(仮築城図取) 

５） 陸軍省城絵図作成の経過 

 森山英一氏は法令全書や太政官日誌、法規分類大全等の記録を探

り、「明治維新以降における旧城郭の変遷」という論文をまとめられ、

１９７０年『名城と維新』を発表された。陸軍省側から見た同書に

よる記録と、実行部隊である県行政資料からの記録により、陸軍省

築造局の城郭調査を解明したい。 

 明治４年２月２２日兵部省に御親兵設置(５年３月９日近衛兵と

改称) ４月２３日東山道鎮台分営石巻・福島・盛岡 西海道鎮台分

営小倉・博多・日田に設置 明治２―４年の廃藩 吉井・狭山・盛

岡・長岡・多度津・丸亀・竜岡・大溝・津和野 本藩併合廃藩鞠山・

福本・高須・徳山 （明治５年３月１５日以前の軍営地、廃藩地は

調査対象から除外されたか、絵図が残存しない） 

明治４年７月１４日廃藩置県詔勅２６１県 従来の府県とあわせ

３府３０２県、１１月統廃合により３府７２県  

７月２８日兵部省陸軍部内条例 陸軍築造局設置 所掌業務「築

造兵並びに城堡建築等ノ事ヲ管理ス」 ８月２０日兵部省に地方城

郭の管轄許可 （兵部省伺 地方城郭ノ儀 兵部省管轄被仰付候事 



但県ニ於テ明細ノ図面相調早々兵部省へ可差出事 （法規分類大全

第１編兵制門１・太政類典第２編２１４巻兵制鎮台及諸庁制置４旧

城郭の管理について） 太政官達 地方城郭ノ儀兵部省管轄被仰付

候事 但県ニ於テ明細ノ図面相調早々兵部省へ可差出事(太政官日

誌明治４年附纂上巻・法令全書・太政類典第２編２１４巻兵制鎮台

及諸庁制置４旧城郭の管理について) （この明治４年８月２０日の

調査は今回の残存陸軍省城絵図に含まれていない。） 

東山・西海鎮台廃止 ４鎮台８分営設置 東京鎮台兵部省分営新

潟（１１月）新発田城に移転・上田城・名古屋城（明治５年８月水

戸城） 大阪鎮台大阪城分営小浜城（１２月）彦根城に移転・高松

城 後伊予松山城 鎮西鎮台小倉・熊本城分営広島城・鹿児島城 東

北鎮台石巻・仙台城分営青森 城郭の兵部省引渡 ４年１０月松本

城・１２月９日上田城・５年１月１７日静岡城・１月２９日松代城・

２月９日高遠城・１０日飯田城・２月彦根城・５月２５日名古屋城・

２７日岩鼻・伊勢崎・七日市・小幡陣屋  

明治４年１２月東京鎮台本営管下９ヶ国の城郭について、兵部省

出仕、木村信郷、徳久恒範を巡回させている。(修史余談・森山１２

０P) 今回の現存陸軍省城絵図に関東地区が少ないのは、この明治



４年１２月調査の成果が含まれていないものと考えられる。従って、

フランスに持ち帰られた時点でこれらの絵図は含まれなかったかと

考えられる。森山氏はこの調査について築造局から存廃の意見書が

出されているとして、忍、川越、岩槻、高崎、館林、前橋、宇都宮、

黒羽、大田原、烏山、水戸、下館、土浦、笠間、古河、関宿、結城、

佐倉、大多喜、小田原、甲府、沼津、府中、田中を紹介している。

これらはほとんど今回の残存陸軍省城絵図に含まれていない。 

明治５年２月２７日兵部省廃止、陸軍省、海軍省設置 城郭は陸

軍省管轄 明治５年３月１８日築造局から武官等を派遣して城郭、

兵器等の実地調査に当たらしめる。同日太政官布告。「今般城郭兵器

取調之為メ陸軍省官員各地へ出張、（略）各府県ニ於テ此旨相心得、」

(法令全書・京都府庁文書) 明治５年３月１８日陸軍省達、「今般城

郭兵器等為取調、当省官員各府県へ派出巡廻為致候（略）別紙 １、

城郭、堡砦、練兵場等総而兵事ニ関渉シ建築する者ハ土地並厦屋、

樹木共悉皆当省管轄ニ候条詳細取調可申出事。但城郭之儀ニ付テハ

追々届出候向キモ尚又今般明細可申出候事（後略）」（京都府庁文書・

城郭巡視日記・修史余談）森山氏は築造局から出張した官員を大迫

少佐、遠藤、葛岡両大尉、岩崎、勝田、谷田、児玉の４中尉、仲、



石黒の２少尉ら合計１３人とし、５方面に派遣されたとしている。

京都府は布令書第９７号において、４月本件を布告し、遠藤陸軍大

尉による取調巡視中の日記草稿として明治５年城郭巡視日記を残し

ている。 

 ６）陸軍省城絵図作成規定 

 城絵図作成に際し、担当将校への具体的な調査指示、陸軍省から

の各県への通達を記録したい。 

明治５年３月１５日陸軍省達・巡検参謀将校職務大略（法令全書･

森山） 

１、 各地城塞ノ方並地勢ノ険易ヲ見極メ、攻守ノ便、不便ヲ計リ、

暇アラバ絵図ニ認メ可申事 

１、 城中用水ノ多小、家屋ノ有無、平場ノ広狭並濠地ノ模様、游泥

乾湿等明細書載セ可申事 

１、 城塞四辺ノ地理、水運ノ有無、山丘森林ノ向背等書載可申事 

１、 其城下市街人烟ノ多寡、馬匹ノ多寡、物品運輸製造等ノ項ヨリ

貧陋繁富ノ別、別シテ其地人民ノ重ナル産業ハ何物ナルヤヲ記

シ可申事 

１、 其城市ヨリ国境マテ又他ノ国境相通スル道路大小間道共ニ大



凡里程聞繕ヒ記シ可申事 

１、 県官ト引合ヒノ節、何レヨリ何レマテ城属ノ地ナリヤ悉シク書

キ記シ、図面ニテ取究メ置可申事 

１、総テ後来万一一揆ナト起ルトキハ味方ニ城ヲ取ルトモ敵ニ城ヲ

取ラレタリトモ、其攻守ノ方法等予め存意丈ニテモ記置可申書 

３月１８日山県陸軍大輔名で京都府への通知 

 陸軍省達、「今般城郭兵器等為取調、当省官員各府県へ派出巡廻為

致候ニ付而者、別紙之件々詳細取調、出張官員へ可申出候事  

１、 城郭堡砦練兵場等、総而兵事ニ関係シ建築スル者者、土地並厦

屋樹木共悉皆当省管轄ニ候条、詳細取調可申出事。但城郭之儀

ニ付テハ、追々届出候向キモ、尚又今般明細可申出候事 

以下、兵器弾薬並びに製造所、民政のため建築したものを除く各地

方県庁、武事に関する学校に着いて調査を指示している。 

８月２４日に陸軍省は省内の各局に調査結果に基づく城郭の存続、

廃止案を示し意見を求めている。（森山１２７P・法規分類大全）従

って、調査は明治５年３月１８日から実施され、８月には終了して

いた。 

７）陸軍省城絵図のまとめ 



い）明治５年３月１８日から、５ヶ月という短期間で陸軍省築造局

が指示し、全国の７５府県が調査した官制絵図である。調査開始時、

すでに軍営であったものは対象からはずされている。先行した明治

４年８月の兵部省調査が一部紛れている可能性があるが、１２月の

関東地区の調査成果は散逸している。中四国の絵図が発見できない

理由は不明であるが、今回の絵図群にはフランス発見当初から散逸

していた。又、維新期に成立した藩の内、尾州、紀州の家老で慶応

４年諸侯に列せられた今尾、犬山、紀伊田辺が収録されている｡さら

に、慶応４年駿府藩の成立で廃藩となった内、浜松、掛川、沼津、

横須賀、及び、立藩された内、松尾藩が収録されている｡絵図の残存

度が不明であるため、調査当初の絵図数については確認できない。 

ろ）絵図作成は明治５年３月１８日、７５府県に下命され、旧３０

５府県の行政組織を実行部隊として、全国規模で実施され、８月完

成という短期間に完成した、軍制改革や産業革命という劇変に見舞

われる以前の幕末に近い、明治初期城郭を知る基礎絵図である。 

は）オリジナルの通しナンバーが９９まであり、陸軍省収蔵後記入

され、陸軍省築造局印が捺印された、陸軍省所蔵図である。東京に

あれば、関東大震災、東京大空襲に見舞われ、おそらく、残存しな



い幻の絵図といえる。 

８）今後の予定について 

い）日本国内で散逸したフランス残存残余の絵図８０点の調査。 

ろ）巡検職務大略と個別絵図の内容検証 

は）城郭の変遷を陸軍省城絵図、明治１１年府県庁所在地細密銅版

アトラス、数千枚の明治、大正、昭和戦前の市街地地図により、

検証したい。 

に）明治５年調査実行者である７５府県作成、国内残存城絵図下絵、

控図の調査。絵図の作成が明確になった以上、今後、行政資料

として府県文書館、図書館、旧県所在地方自治体等で発見の可

能性は大きい。明治初期作成の謎の絵図があれば連絡いただけ

れば、比較検証させていただく｡ 

ほ）絵図公開のための特別展開催、陸軍省城絵図集の刊行を予定。 

 

第二部 平成２３年６月３０日校了 

 

 原稿の締め切りにあわせ、４月末日までの５０日の調査により、

フランスで発見された膨大な城郭絵図が、明治５年の陸軍省実施に

よる全国城郭存廃調査による成果であると断定し、一連の絵図を正



保城絵図に対し、陸軍省城絵図と総称した。そのまとめとして、明

治５年３月１８日から、５ヶ月という短期間の記録であることも調

査した。その全貌を明らかにする上で、気がかりであるのは、日本

国内で分散した８０図の行方と、各県、つまり、陸軍省依頼により、

城郭調査と報告をした全国の７５府県に何も残されていないのかと

いう疑問である｡たとえ残されていたとしても、これまで、陸軍省存

廃調査による絵図の残存が知られていなければ、その絵図の目的が

不明のまま処理されているのではないだろうか。そこで、追加調査

を実施した。１点は国内で散逸した絵図の調査、２点目は全国の各

県文書館等所蔵絵図の調査、３点目は絵図と現状城跡の比較検証、

４点目は府県行政資料から見た絵図か作成の実態解明である｡ 

１） 調査により伝来が判明した追加２０城の陸軍省城絵図 

フランスで発見され、陸軍省城絵図と見極めるまでの間に、目的

不明のまま、明治初期城郭図として、国内で分散した絵図を関係

者の協力により、絵図表面の画像のみ、確認することが出来た。

撮影されていない絵図もあり、全容解明とはいかないが、富原文

庫所蔵１２５図の内、８７図が撮影され、３８図が未撮影であっ

た。未撮影は城郭名が判明しないものや、大型で広げられない絵



図が含まれている。城郭名不明の絵図は所蔵後、縄張等で調査し

た。富原文庫未所蔵の絵図が４８図あり、絵図の内容は違うが、

城郭が所蔵図と同一の絵図が１２城郭、１４絵図、城郭図が未所

蔵のものが、２０城郭、２７絵図、城郭図名が画像で判別出来な

いもの７絵図であった。従って、所蔵図１２５図、未所蔵図４８

図、計１７３図は内容が判明し、撮影前に在ったとされる２００

余図の内、撮影されず､かつ、未所蔵絵図は約３０図になる。 

 絵図の寸法等、画像面以外の情報は不明ですが、富原文庫未所

蔵図で未所蔵城郭の内、新に城郭名の判明した絵図は 

北海造 五稜郭 

東北 陸奥七戸城 八戸城２図 弘前城４図 坂本要害 角田

要害 涌谷要害 北方館 船岡館 出羽矢島陣屋 

関東 上総鶴牧城 

北陸 越中富山城  

近畿 伊勢箛野城 和泉岸和田城 大和芝村陣屋 柳生陣屋 

九州 筑後柳川城２図 豊後杵築城 日出城２図 森城２図 

 以上、２０城が確認できた。関東がほとんど伝来せず、中四国が

皆無である点は変わらない。所蔵８９城郭１２５図とあわせ、１０



９城郭等の絵図１７３図が確認できた。 

２） 各府県における陸軍省城絵図控図、下図の調査 

陸軍省城絵図の作成は当時全国に７５府県所在した各県行政が作

成したが、前年１１月の府県統廃合以前の３０５府県行政が関与し

た為、絵図に旧県名記入絵図がほとんどである。陸軍省指示という

全国的な国政レベルの作業が記録されず､城郭存廃調査という目的

が忘れられ､ただ､明治初期城郭図ということで残存している各地の

城絵図に、その評価を新に与える必要がある。それらは陸軍省城絵

図作成ということからは､県に残された提出図の控図であり､作成に

際しての下図であり､逆にいえば､提出図の原図とも言える。又､長い

年月の中で写図も作成されたと思われる。実施調査を行った京都府

立総合資料館や全国の各地の城郭絵図集の中から､実像に迫りたい。

尚､京都府立総合資料館においては歴史資料課古文書担当辻真澄氏

に陸軍省調査の県側の対応及び絵図の閲覧等多大の御配慮をいただ

いた。 

い）元野村県出張畠村庁之図附氏族邸地 

田原市渥美郷土資料館展示本図は明治２年美濃野村に転出し､廃

藩となった畑村藩庁舎図である｡陸軍省城絵図には城郭図以外に城



内殿舎を描画しているが､藩庁､県庁としての庁舎も含まれる､これ

らを含めて､陸軍省城絵図と総称した。本図も陸軍省城絵図に残され

てないが、関連絵図といえる。 

 ろ）園部城跡絵図 

京都府立総合資料館所蔵城郭絵図である本図は陸軍省城絵図２２

（注１）の提出控図である。凡例の順序が異なる以外に描画内容は

全く一致する。ただ、資料館所蔵図は一面に付箋が貼られ、陸軍省

提出図ではこれらの大半が亡失している。提出時の形態を知る上で

本図は貴重な存在といえる。 

 は）信濃国小諸城趾地絵図面 

 

長野県町村絵地図大鑑所載本図は陸軍省城絵図４・５小諸城郭図

の下図又は写図と考えられる。提出図は２５０ｘ４２４ｃｍの巨大

図で､記載内容も豊富であるが骨格は同一である。 

 に）岡崎城図 

岡崎市所蔵で、市史研究２３号絵図一覧２５、図版１５の絵図は

陸軍省城絵図７７三河国岡崎県城郭図､５５岡崎城郭図と内郭部分

は一致する。市所蔵図は図中に明治５年までの履歴を記入､城下町を

含む総郭まで描かれ１５６，２ｘ１５０，３ｃｍ、提出図は約８０



ｘ９０ｃｍで城郭部分のみ、ただ､土塀の残存情況が市所蔵図の方が

わずか多く､提出図はこれを原図とし、修正の上､作成されたと考え

られる。 

ほ）臥牛城実測図２００分１（仙台領内水沢要害） 

富原文庫所蔵本図も陸軍省城絵図に残存していないが、描画内容

は共通する。ただ、紙質や絵具から、大正､昭和の写図と考えられる。

１５８x２１７cm の巨大詳細図である。 

へ）亀山城絵図９（本丸図）、亀山藩旧庁邸地所之図５・７・１

３、亀山城全図１、亀山城絵図１８（丹波国桑田郡亀岡城郭分間

絵図） 

 京都府立総合資料館所蔵４種６図（番号は資料館所蔵城郭図番号）

は陸軍省城絵図の控図､下図である｡ 

亀山城絵図９本丸図は城内を知る唯一の細密実測図で亀山城研究

の基本図である。亀岡市文化資料館の第２６回特別展図録では「京

都府が旧城郭を明治政府から払い下げられた際､管理のために土地･

建物の利用状況を把握するために提出させた図面を集めた物」と推

定されている。正確には資料館に絵図伝来の経緯は伝わっていない。

ただ､この絵図に対する評価は陸軍省城絵図に対するこれまでの標



準的評価と理解される。今回､陸軍省城絵図が発見されたことで、こ

れらが陸軍省が城郭の存廃決定のため､京都府に下命し､旧亀岡県が

作成したものと判明した。絵図は提出図と京都府の控図に大きな相

違はない。提出に際し､内堀の色を紫から水色に､奥御殿を白から黄

色､本丸内を黄土色から緑色に彩色変更したほか､京都府図には一面

に付箋が残っている。伝来図は消失したと考えられる。 

亀山藩旧庁邸地所之図５・７・１３の３図は陸軍省城絵図では裏

面に旧亀岡県庁絵図京都府と在る｡京都府５とは白黒であること大

きさはほぼ同じであるが｡提出図は部屋ごとに広さが記入されてい

る。京都府７も地面に黄土色の彩色があり､こちらは各部屋の広さを

提出図と同様記入している｡京都府図１３もほぼ同様であるが内容

は一番まとまっている。 

亀岡城全図１は陸軍省城絵図の下絵である｡提出図は土塀をあだ

やかな白に彩色し､通路の黄土色も濃く、堀も明るい水色に仕上げら

れ全体的に華やかになった。描画内容に違いは見られないため､提出

用に精図として仕上げたと考えられる。 

亀山城絵図１８は丹波国桑田群亀岡城郭分間絵図と紹介されてい

る詳細な城内全域測量図である｡本図は当初、陸軍省城絵図２の下図



と考えた。京都府図は１０６x１８４cm であるが､提出図は２１７ｘ

３５０ｃｍと巨大である。しかし、仔細に検討した結果､京都府図に

は京都府亀岡出張所が記入、陸軍省城絵図には測量記録がなく､全く

別図と判明した。京都図は測量実測､陸軍省城絵図は建築物の現状記

録が主体であった。しかし、本図は先の本丸図と本丸部分は同一で

あり、同時期に作成された一対の城内全域測量図、つまり、陸軍省

城絵図には残存しないが、陸軍省城絵図の控図と考えられる。富原

文庫には以上４点以外に、主図合結記系５点を含め、８点ほどの簡

単な亀山城絵図がある。 

注１）各県所在絵図と比較検証した陸軍省城絵図番号は富原文庫

所蔵陸軍省城絵図目録番号です。 

３）陸軍省絵図から見た変貌した城地の検証 

極めて詳細な丹波亀山城本丸図と関連絵図から、城郭の現状を再

現できるのではないかと４０年ぶりに現地を視察した。本丸は宗教

法人大本の敷地のため、広報渉外部長猪子恒氏にお世話になり､現地

案内と資料の提供をいただいた。昭和１０年地図、昭和３７年地図、

近年の現状図、昭和３７年亀岡天恩郷全景図、現在の大本本部神苑

案内図をいただき､城内全域をご案内いただいた。明治４年廃藩とな



り､６年廃城とされた城地は建築の売却､石垣の鉄道、寺院等再利用

により､明治末期には見る影もなく､廃墟と化していた。大正８年大

本の出口王仁三郎が本丸､二ノ丸を入手、整備したが、２度にわたる

宗教弾圧により､石垣はダイナマイトで吹き飛ばされ、戦後､聖地と

して整備された、類例のない履歴を持つ城跡である。 

北の堀は南郷池として残されているが､東の保津門の南側は埋め

立てられ、旧観をとどめない。道路の東低地が堀跡か。南は本来２

重の内堀であるが、東南方向は埋め立てられ駐車場､道場となってい

る。道場西の洗心池は後世のものですが､内堀跡の一部に位置する。

万祥殿東の石垣に囲まれた通路は古図の位置から見るに、東が二ノ

丸､西が本丸であり､通路はほぼ本丸･二ノ丸境の水堀跡と考えられ、

通路と手前の敷地一体は埋め立てられた内堀で、万祥池は本丸入り

口の東南内堀と考えられ、本丸入り口土橋は池の西側に位置し昭和

１０年までは残されていた。土橋西の水堀は広大な空堀状低地とし

て残されている。空堀西側は天声社という印刷工場跡地として埋め

られたため、残存情況は不明である。内堀内北側本丸石垣は、戦後､

積み替えられており、旧態をとどめない、又､天下普請のため、城内

一帯に助役大名の石垣刻印が散見されるが、これは破壊された石材



を再利用し、新石垣を構築したためで、当時の石垣ではない。本丸

北側一体は元焔硝蔵のあった中ノ島まで植物園となっているが、本

丸側の断崖は高い高低差があり、亀岡城のかっての堅塁さを髣髴と

させる。本丸石垣はダイナマイトで吹き飛ばされた残骸を再利用し

た戦後のものであり、断崖下には吹き飛ばされた建物の残骸が草む

らの中に散乱している。本丸に戻り、万祥殿でお払いを受け、西南

側奥、一の門跡を抜けると本丸上の段への通路となり、聖域として

立ち入ることが出来ない。上の段東南の月見櫓下石垣は見事なもの

で、一見、城郭石垣と見間違い、天守台石垣と紹介された城郭文献

も少なくない。位置は概ね近いと思われ、下３段は旧石垣と伝承さ

れているが、全体や右側本丸への登壇部分を含めて後世の造作であ

り、城郭遺構は残されていない。本丸上段は弾圧で破壊され、天守

台等の遺構は残存しない。本丸図により、位置が明確となったため、

発掘調査で根石がでてくるかと思われる。本丸上段南石垣下通路を

直進すると月の輪台手前に門があり、内側にダイナマイトを仕掛け

られ、割れた石が残存している。本丸西の堀は昭和１０年まで残さ

れていた。今は埋め立てられているが、堀の外側が溝となり、都市

基本図においても、現地においても、堀城壁位置を読み取ることが



できる。大本敷地の西側に不明門の遺構は読み取れないが、本丸堀

の西南堀が地形として観察される。少しはなれて、亀岡小学校西側

と東の古世親水公園に外堀の跡を伺うことができる。城郭の破壊と

しては城割による全国の遺構を思い浮かべるが、亀岡城の場合は遺

構全体をダイナマイトで飛ばしたため地形の基本を除き、工作物は

原型をとどめない。今回陸軍省城絵図から、現地を見ようとしまし

たが、私有地であり、自由に縄張図をかける状況ではなく、４０年

前の訪問記憶でも、本丸の城郭遺構は消滅しており、逆にいただい

た地形図や絵図が旧状を知る手がかりという状況でした。現地散策

の機会を与えていただき、城郭跡地をきれいに維持されている宗教

法人大本に感謝し、平成２３年６月の現状記録とします。 

４）各府県における絵図作成への対応記録 

京都府は明治４年７月廃藩置県時点で、京都府以外に、淀県、亀

岡県、園部県、山家県、綾部県、福知山県、舞鶴県、峰山県、宮津

県、久美浜県と１１県在り、明治４年１１月府県合併により、京都

府と豊岡県、さらに、明治９年８月現在の京都府となりました。 

明治４年１０月９日兵部省大阪出張所は京都府に対し、「今般当地

鎮台被差置候に付而者、管内の諸国城郭陣屋等取調候間、山城国内



之義は府より諸県江御通達相成て、城郭陣屋共図面明細書――」と

旧県行政の調査取りまとめを指示している。１２日京都府は兵部省

大坂出張所に「今般其地に鎮台被差置候付而者、山城部内の城郭陣

屋共、当府より諸県江通達及び、明細書図面等取束ね早々御廻可申

旨御掛合の趣、致承知候也」とわずか３日後に受諾、１３日京都府

は淀県に「別紙之通大坂兵部省より申越候間、貴県城郭図面明細書

御取揃、早々当府江御差出可有之度―――」と指示し、当日中に淀

県から、すでに東京兵部省へ差出したが、京都府へも差出すべきか、

問い合わせがきている。京都府は「山城部内城郭陣屋向明細書、当

府にて、取纏め差出す旨、大坂兵部省から掛合が来ている為、差出

す旨」のやり取りをしている。京都府には、閲覧した範囲でも、陸

軍省による城郭存廃調査の記録古文書１４点が残されており、調査

を実施した側の生の資料となっている。（注１）今回は時間の関係で

県側資料の存在を突き止めたことで、稿了としますが、今後、各県

文書館を引き続き調査し、全容を解明したい。最後に、ご協力いた

だき、又、貴重な資料を保存、伝承された京都府立総合資料館歴史

資料課に敬意を表し、感謝したい。 

 注１ 京都府立総合資料館歴史資料課１９９８年古文書講習会資



料「明治時代の旧城郭」 

 

第３部  

しろはく古地図と城の博物館富原文庫 陸軍省城絵図所蔵目録 

             平成２３年３月１９―２１日調査 

 

凡例  

地域 国名 検索番号  

城名 図中に記入なきは未記 

絵図内容 城郭図、城下町図、古城図、砲台図、御殿図、その他 

寸法 １辺５０cｍ以下小 ５０―１００cm中、 

１００－２００ｃｍ大 ２００cｍ以上巨大 縦横不同 

精度 細密、精、粗 

特記事項 記入内容題名、記載地域、作者、印、紙厚、 

県庁県知事住居記載、描画方法平面図か建築のみ鳥瞰図、坪数、寸

法、測量、縮尺有無 建築物付番の有無、 

 

九州 筑後 １久留米城(未記) ３４６ｘ２５６ｃｍ城郭図 巨大 細密 

            本丸二の丸三の丸、測量値坪数記入、植生、御殿等

現存建築平面図、薄葉紙、旧知事元屋敷、欠損補修 

近畿 丹波 2 亀岡城(未記) ２１７ｘ３５０ｃｍ城郭図 巨大 粗 

            本丸―士族屋敷、坪数記入、御殿等平面図、薄葉紙、 

            建築番号記入 

近畿 丹波 ３亀岡城 ９４ｘ１２７ｃｍ本丸城郭図 大 細密 

            丹波国亀岡県 五重天守御殿多門平面図、薄葉紙 

甲信越 信濃 ４小諸城 ２０７ｘ２５０ｃｍ本丸城郭図、巨大 精 

            二の丸図と一体、本丸御殿平面図、一部欠損 

            信濃国小諸城址地絵図面の原図 

甲信越 信濃 ５小諸城(未記) ８１ｘ２１７ｃｍ二の丸城郭図 巨大 精 

            本丸図と一体 ２５０ｘ４２４ｃｍ  

不明    ６不明 １２４，５ｘ１４７ｃｍ本丸二の丸城郭図 大 細密 

            連立式天守、天守は角櫓のみ、二の丸御殿平面図 



            本丸二の丸全周囲多門櫓、二の丸南北の城門南枡形 

東海 三河 ７西尾城(未記) １１３ｘ８２ｃｍ城郭図 大 粗  

            坪数、櫓鳥瞰 

北陸 越前 ８鯖江陣屋(未記) ９８ｘ１４０ｃｍ陣屋図 大 粗 

            坪数、御殿平面、本丸二の丸 

東北 陸前 ９牡鹿半島横断測量図 ４１ｘ２４７ｃｍ要所図 巨大 粗 

            女川湾―万石浦間、東鷲津浜―西浦宿浜陸路測量図 

近畿 伊勢 １０四日市陣屋(未記) ６２，５ｘ７８ｃｍ陣屋図 中 粗 

            県庁絵図 御殿平面図記入 

近畿 伊勢 １１長島城(未記) ５５ｘ７８ｃｍ城郭図 中 精 

            元県庁、建築立面 薄葉紙 

近畿 丹波 １２福知山城(未記) ３４x４８x３枚建築指図 小 精 

            明治５年４月能勢市次郎作 

本丸天守小天守各層建築指図３枚 

東北 陸前 １３岩出山館 ７２ｘ６９ｃｍ陣屋図 中 粗 

            仙台藩 中世城郭と陣屋 

近畿 大和 １４郡山城(未記) １１３ｘ１７０ｃｍ城郭・城下町図 大 細密 

            旧県庁、知事宅記入、細密記入有り調査必要端欠損 

東北 磐城 １５三春城 ３７ｘ４８ｃｍ城跡実測図 小 精 

            明治５年正月営繕方作成、 

測量(三春県絵図方)佐久間讃、拝借者名詳細記入 

ローマ字ミハルモトシロヤマセンスと記入 

(富原文庫所蔵三春県絵図方測量図の一環) 

九州 豊前 １６中津城(未記) １２６ｘ１２７ｃｍ本丸二の丸城郭図 大 

細密 本丸御殿等建築平面図、取り払い建築明記、

薄葉紙 

近畿 丹波 １７篠山城(未記) ９６ｘ１１７ｃｍ城下町図 大 粗 

            旧知事屋敷、役所記入 

関東 常陸 １８土浦城 ５２ｘ７３ｃｍ御殿図 中 精  

            本丸御殿平面図 薄葉紙 

北陸 若狭 １９小浜城(未記) ９５ｘ１３３ｃｍ城郭図 大 粗 

東海 遠江 ２０浜松城 １２４ｘ１２６ｃｍ城郭図 大 精 裏６５ 

東海 遠江 ２１浜松城 ３４ｘ５４，５ｃｍ城郭図 中 精 

            袋浜松元城内絵図 

近畿 丹波 ２２園部城(未記) ９４ｘ１３７ｃｍ城郭図 大 粗 

東北 羽前 ２３米沢城(未記) １７０ｘ２７２ｃｍ城郭図 巨大 精 



            旧知事住居跡壬申(明治５年)５月２３日焼失、 

東北 羽前 ２４米沢城(未記) １５０ｘ１５６ｃｍ本丸城郭図 大 細密 

            寛永元年造営本丸御殿等建築平面図 

東海 遠江 ２５掛川城 ２８ｘ３８ｃｍ城郭図 小 粗 

            坪数 袋元懸川城内絵図 

東海 遠江 ２６掛川城(未記) １１１ｘ７７，５ｃｍ城郭図 大 精 

            浜松県出張所、産業所、調練場、残存建築記番 

近畿 志摩 ２７鳥羽城 １０７ｘ１３２ｃｍ城郭図 大 精 

            測量数字坪数 県庁記入 裏志摩国元鳥羽県７２ 

不明    ２８不明 ５１ｘ１３３ｃｍ砲台図 大 精 

            砲座１０門３分１円形台場 海際寸法記入 

不明    ２９不明 ７７ｘ１６７ｃｍ御殿図 大 粗 

            元禄年間松平伊賀守造営 県庁略図 

不明    ３０不明 ９７ｘ１０８ｃｍ陣屋図 大 精 

            １０８０坪錬兵所、建築平面図屋根葺記入 

不明    ３１不明 ９７ｘ７８ｃｍ陣屋図 中 精 

            裏元県庁 五番(赤字) 

不明    ３２不明 ５３ｘ５１ｃｍ御殿図 中 精 

            屋根葺付平面図 城内表書院表広間奥座敷等薄葉紙 

東北 磐城 ３３駒ヶ峰館 ７０，６ｘ７０，３ｃｍ古城図 中 粗 

            磐城国宇多郡駒ヶ峰村旧館  

近畿 志摩 ３４恵利原村陣屋 １０９，７ｘ７８，３ｃｍ陣屋図 大 粗  

            鳥羽城より３里、坪数、瓦葺、裏９９ 

甲信越 信濃 ３５飯田城 ４５，１ｘ７６，７ｃｍ城郭図 中 精 

            外郭開墾朱引き 裏５３ 

東北 磐城 ３６守山元陣屋 ４６，３ｘ３５，３ｃｍ陣屋図 小 精 

            元松川県管轄磐城国田村郡守山元陣屋図 庁 

            (明治３年廃藩、常陸松川藩庁移設) 

東北 磐城 ３７田村郡三十一ヶ村全図 ３８，８ｘ２８ｃｍ其の他 小 粗 

            元松川県管轄 田村郡実測図 

近畿 丹波 ３８綾部陣屋 １４９，５ｘ１９２ｃｍ陣屋図 大 細密 

            旧県庁、旧知事住居、御殿等建築平面図 坪数     

            裏丹波国何鹿郡綾部陣営之図２０ 

東海 三河 ３９刈谷城 ７５，５ｘ５４，８ｃｍ城郭図 中 粗 

            裏刈谷城 図籍掛改済印 ４０ 

東海 美濃 ４０高須城 ８５ｘ６１，７ｃｍ城郭図 中 精 



            建築に番号記入 (明治３年廃城尾張に併合)裏２１ 

東海 駿河 ４１沼津城 ９１ｘ８１，３ｃｍ城郭図 中 精 

            駿河国沼津城有形１分１間積縮図 裏８２ 

            練兵所 修行兵屯所 (明治４年廃藩) 

東北 羽後 ４２松峰城 ７９，５ｘ９３，５ｃｍ城郭図 中 精 

            松嶺城絵図７３ 坪数 元県庁 

御殿寛文二年創立天明七年脩造 

東北 羽前 ４３鶴岡城 １３５ｘ１２５ｃｍ城郭図 大 精 

            鶴岡城絵図、御殿等建築平面図 坪数寸法記入 

九州 豊後 ４４岡城 ７１ｘ４０５ｃｍ建築図 巨大 精 

            岡城営繕方作成建築絵図 

寛政年中造営西丸絵図 器械方絵図 蔵追手門 

本丸絵図寛政年中造営 下原口門内絵図 

北陸 越前 ４５丸岡城 １３５，８ｘ１２３，９ｃｍ城郭図 大 精  

           越前国丸岡城郭図足羽県 裏７８ 御殿平面図 

近畿 伊勢 ４６田丸城 ７９，４ｘ８３，３ｃｍ古城図 中 粗 

           勢州田丸城 火薬蔵 裏６  

           (慶長５年１６００－元和２年１６１６年廃城) 

関東 常陸 ４７下館城 １３３ｘ１３１，５ｃｍ城郭城下町図 大 細密 

           東京鎮台管常陸国下館城図 裏５５   

           二の丸に元県庁 営繕小屋  

東京住士卒帰藩邸宅地不足本丸出丸牛年開拓 

東北 陸奥 ４８白石城 ７７，８ｘ６９ｃｍ本丸城郭図 中 精 

           白石城 ３層大櫓 御殿細密平面図 (仙台藩領) 

近畿 丹後 ４９舞鶴砲台 ７３ｘ４７，２ｃｍ砲台図 中 精 

           壬申(明治５年)５月豊岡県支庁舞鶴局印舞鶴出張局 

           砲車野戦車 

東海 美濃 ５０加納城 ６２ｘ６３，４ｃｍ城郭図 中 精 

           裏１３ 元加納県城跡略図 藩士帰農の地に割渡 

           旧庁、知事住居跡 

東海 尾張 ５１犬山城 ９１，７ｘ８５，７ｃｍ城郭図 中 細密  

           美濃国各務郡鵜沼村 残存建築番号 天守櫓鳥瞰 

           (慶応４年犬山藩) 

東海 遠江 ５２横須賀城 ２７，１ｘ３８，５ｃｍ城郭図 小 粗 

           横須賀城元内郭絵図 坪数 (明治元年廃藩) 薄葉紙 

東北 羽後 ５３本庄城 ５３，２ｘ３８，７ｃｍ城郭図 中 精 



           旧本庄県城郭図 寸法記入 薄葉紙 

東北 磐城 ５４小堤村館 ８６，３ｘ８０，４ｃｍ古城図 中 精 

           磐城国亙理郡小堤村旧館略図 測量図 

東海 三河 ５５岡崎城 ９１ｘ７８，５ｃｍ城郭図 中 細密 

           三河国岡崎県 建築鳥瞰 県庁 裏６９ 

関東 常陸 ５６笠間文武館 １６４ｘ１２３，７ｃｍその他 大 精 

           常陸国茨城郡笠間文武館絵図 旧笠間県 

           安政５年新築  

北陸 越前 ５７大野城 １２２，２ｘ９３，５ｃｍ城郭図 大 細密 

           大野城郭図１分１間測量図 県庁 練兵場 坪数 

裏越前国大野城郭図 足羽県 ２３ 

付図 大野城郭内貫属屋敷図３１ｘ４１ｃｍ城郭図 小 精 

            大手口調馬場附近 

東北 羽前 ５８米沢城 １５７ｘ１３３ｃｍ城郭図 大 精 

           元米沢城郭図 開拓掛 県庁 

東北 羽前 ５９亀崎城 １６０ｘ１４７ｃｍ古城図 大 精 

           亀崎城絵図 坪数 建築平面図 ２ (庄内藩領？) 

東海 駿河 ６０沼津城 ８０ｘ９６ｃｍ御殿図 中 精 

           元沼津城二ノ丸住居絵図 １０間６寸 平面図 

甲信越 信濃 ６１高島城 ６１，６ｘ１６７，７ｃｍ城郭図 大 細密 

           高島城郭之図但分間 ９５ 県庁 建築鳥瞰  

文武学校 ８７とほぼ同一図 

甲信越 信濃 ６２松代城 ９０，９ｘ９６，５城郭図 中 細密 

           松代海津城郭図面 方位 建築櫓蔵等鳥瞰 １２ 

甲信越 信濃 ６３高遠城 ８２，３ｘ７７，３ｃｍ城郭図 中 精 

           元歴年中築立高遠城郭図 建築番号 文学校 

           裏高遠城郭絵図 ８４ 

北陸 越前 ６４勝山城 ９０，７ｘ９３，３ｃｍ城郭図 中 精 

           越前国大野郡勝山城郭並建物之図１分１間 

           裏越前国勝山城郭図足羽県 県庁 １７ 

甲信越 信濃 ６５飯山城 ８２，３ｘ７７，３ｃｍ城郭図 中 精 

           信濃国飯山城分見絵図１分１間 二ノ丸に庁 

           方位 

九州 豊前 ６６中津城 ８１，３ｘ１２０，８ｃｍ城郭図 大 精 

           豊前国中津城郭之図面 薄葉紙 ４７ 

近畿 伊賀 ６７上野城 ６７，７ｘ７０，５ｃｍ城郭図 中 精 



           八十九番(赤字)伊賀上野城郭図            

本丸細密 官舎  ３１ (津藩領) 

東北 陸前 ６８石母田館 ７１，３ｘ６６，４ｃｍ古城図 中 粗 

           第２１区栗原郡本郷高清水村石母田備後旧館図 

           村長土田隼見署名黒印 高清水館(朱字) 

     付図 ３階建奥蔵図３２，３ｘ２７，９ｃｍ建築図、小、粗 

広間絵図３２，５ｘ２７，９ｃｍ建築図 小 粗 

近畿 丹波 ６９園部城 １３３，２ｘ１５４ｃｍ城郭図 大 精 

           丹波国船井郡園部城之図 外郭周囲内郭周囲記 

           (明治天皇行在所として改修) 

九州 薩摩 ７０砲術館 ６３ｘ５３，８ｃｍ其の他 中 粗 

           砲術館 大泉(赤字) 建築平面図 

     付図 菅原矢場地之図 ２８ｘ３６ｃｍ其の他 小 粗 

           (鹿児島砲術館か) 

関東 上総 ７１佐貫城 ５４ｘ４０，５ｃｍ古城図 小 粗 

           上総国天羽郡佐貫城跡粗絵図 ５０ 

東北 羽後 ７２横手城 ４４，５ｘ３３，８ｃｍ古城図 小 粗 

           横手城地略図 調練場 

東北 羽後 ７３大館城 ５２ｘ７７，５ｃｍ城郭図 中 粗 

           秋田郡大館城郭之図 戊辰ノ役兵火に付建物不残焼失 

           ２５ 

東北 陸前 ７４宮沢館 ５４，５ｘ５０，５ｃｍ古城図 中 粗 

           陸前国栗原郡本郷宮沢村長沼弥傳治旧館図 

           壬申(明治５年)５月 村長平地茂左エ門 ２５ 

関東 上総 ７５久留里城 １４３ｘ１６６ｃｍ城郭図 大 精 

           旧久留里城山続大凡反別絵図  

旧県庁、旧知事住居 

東海 美濃 ７６今尾城 ６１ｘ８５，８ｃｍ城郭図 中 精 

           県庁、学校 ４１ 元今尾県城郭絵図面８９図と近似 

東海 三河 ７７岡崎城 ８９，３ｘ７９，３ｃｍ城郭図 中 細密 

           三河国岡崎県城郭図 県庁 練兵場 天守等建築鳥瞰 

           凡例一部欠損 

東海 三河 ７８挙母城 １１４，７ｘ１１１，７ｃｍ城郭図 大 粗 

           裏旧挙母県城郭 本丸元挙母県城郭 

近畿 紀伊 ７９田邊城(未記) ８０，７ｘ７７，８ｃｍ城郭図 中 精 

           元県庁、田邊川、海岸波打際、学校、刑法局 坪数 



(田邊川とあるのみだが、田邊川は会津川であり、地形、

海岸、川、堀等から田邊城と確定) 

近畿 紀伊 ８０田邊城(未記) ３９ｘ５４ｃｍ本丸城郭図 中 粗 

           坪数、建築平面図、寸法 ７９の本丸と一致 

近畿 伊勢 ８１桑名城(未記) ９２，７ｘ６４，９ｃｍ城郭図 中 精 

           建築番号、櫓鳥瞰 裏桑名(赤字) 

東海 美濃 ８２郡上城 ６３，６ｘ６１，６ｃｍ城郭図 中 精 

           元郡上県城跡略図 樹木一昨庚牛年撤去 ４８ 

近畿 丹波 ８３亀岡城 １３３ｘ１４８，４ｃｍ御殿図 大 精 

           旧亀岡県庁絵図京都府 建築平面図 坪数 

東海 美濃 ８４加納城 ５５ｘ４０，３ｃｍ城郭図 中 粗 

           濃州加納城郭之図  

近畿 摂津 ８５高槻城 ９２，８ｘ９３ｃｍ城郭図 中 細密 

           摂津国高槻城 坪数 元県庁 天守等建築鳥瞰 ２０ 

袋に陸軍省築造局印有 摂津国高槻城図 高槻県、 

甲信越 信濃 ８６松代城 １３２ｘ１４８ｃｍ城郭図 大 精 

            松代海津城測量之図２分１間 測量図貫属屋敷１２ 

甲信越 信濃 ８７高島城 ７５，６ｘ１５７ｃｍ城郭図 大 精 

            高島城郭之図但分間 ６１とほぼ同一図 ３５ 

東北 陸中 ８８中嶋館 ５３，３ｘ６８ｃｍ古城図 中 粗 

            陸中国江刺郡吉内村元仙藩中嶋兵衛之介居住地 

            建築番号 

東海 美濃 ８９今尾城 ６４，３ｘ６１，９ｃｍ城郭図 中 精 

            元今尾県内外郭之図 県庁 学校 ７０ 

            ７６図と近似 

九州 豊後 ９０佐伯城 ８１ｘ２３７ｃｍ城郭図 巨大 細密 

            豊後国佐伯城図 薄葉紙 寸法詳細記入 

関東 上総 ９１松尾城 ７６，５ｘ１３４，３ｃｍ城郭図 大 精 

            松尾県庁１分１間縮図 県庁 練兵所 遠町打場 

            兵隊屯所 営繕方 学校 目安箱 高札 建築鳥瞰 

            裏上総国武射郡芝山県改松尾県庁絵図面 

            (明治元年立藩、掛川城収公により) 

東北 磐城 ９２棚倉城 ７２ｘ５１ｃｍ城郭図 中 精 

            旧知事住居 棚倉城(赤字) 建築番号 

東北 磐城 ９３棚倉城(未記) ３８，９ｘ２８，３ｃｍ城郭図 小 粗 

            ９２図の縮図 



近畿 伊勢 ９４田丸城 ８８，３ｘ７７，７ｃｍ古城図 中 細密 

            伊勢国度会郡田丸城 石垣高さ長さ記入 

建築番号築年月記入 薄葉紙 

東北 磐城 ９５平城(未記) ７９，４ｘ８２，２ｃｍ城郭図 中 粗 

            開墾地記入 門大破 

東海 美濃 ９６郡上城 ４４,３x４８,５ｃｍ城郭図 小 精 

            元郡上県城郭絵図 元練兵場、開墾地記入 ６８ 

近畿 丹波 ９７園部城 ６９，３ｘ８４，８ｃｍ城郭図 中 精 

            丹波国船井郡園部城図  

近畿 丹後 ９８宮津城 １０７ｘ９０，８ｃｍ城郭図 大 精 

            宮津旧城郭絵図面 建築番号坪数 旧練兵場 

            鉄砲打場２箇所 武器蔵 薄葉紙 

近畿 丹波 ９９柏原城 １２０ｘ２０８ｃｍ御殿図 巨大 精 

           元柏原県庁総図 陣屋郭内坪数 元県庁 建築番号、 

北陸 越前 １００勝山城 ９３ｘ９１，３ｃｍ城郭図 大 精 

           越前国大野郡勝山城郭絵図１分１間  

二ノ丸県庁、堀作付 明治２年銃練場改作記入 

近畿 淡路 １０１松帆台場 ５２，８ｘ３６，２ｃｍ砲台図 中 粗 

           文久３年出来岩屋浦松尾砲台 坪数 寸法 

近畿 但馬 １０２出石城 ９４，８ｘ９８，７ｃｍ城郭図 中 粗 

           出石城跡略図 県庁、武学校、文学校 練場  

近畿 丹後 １０３田邊城 ９７ｘ１１５，３ｃｍ城郭図 大 精 

           豊岡県支庁舞鶴局印 舞鶴出張所作成 

 壬申(明治５年)５月 元県庁 操練所 

東海 美濃 １０４岩村城 ８６ｘ７７，５ｃｍ城郭図 中 細密 

           岩村絵図 櫓等建築すべて鳥瞰 方位 ９ 

     付図 岩村城外郭 ３０ｘ４２ｃｍ城郭図 小 粗 元岩村県 

近畿 伊勢 １０５長島城 １２５ｘ１０６，８ｃｍ城郭図 大 細密 

           伊勢国長島城郭之図 本丸に庁 元知事住居 ４４ 

近畿 近江 １０６水口城 ６３，９ｘ４５，３ｃｍ城郭図 中 精 

           水口(赤字) ６９ 近江国水口城 建築鳥瞰 寸法 

九州 豊後 １０７大分城 １０２，４ｘ７９ｃｍ城郭図 大 精 

           府内城之図 旧知事住居 建築番号 牢屋 旧役所 

           ４８ 

北陸 越前 １０８勝山城 ８０，５ｘ６８ｃｍ城郭図 中 精 

           越前国大野郡勝山城郭之図 堀作付  



三の丸銃隊場切り開き １７ 

九州 筑後 １０９高良山古戦場 ９４，６ｘ１４９，４ｃｍ古戦場図 大 粗 

           袋御井郡高良山古戦場地図 ７６  

文中３年菊池氏高良山篭城 足利義満２０万騎寄せ手 

東北 羽後 １１０本荘城 ５６，７ｘ３７，２ｃｍ城郭図 中 精 

           羽後国由利郡元本荘藩旧城尾崎城図面 寸法 １１ 

東北 陸中 １１１一関城 ４８，７ｘ９９，１ｃｍ城下町図 中 精 

           一ノ関城郭内外市中総図(赤字)仮県庁 図籍掛改済印 

東北 陸中 １１２人首館 ５６，３ｘ７３，７ｃｍ古城図 中 粗 

           江刺郡人首村旧館絵図面 建築番号 

東海 三河 １１３岡崎城 ８０ｘ７５ｃｍ城郭図 中 精 

           元岡崎県 県庁 建築鳥瞰 薄葉紙 

東海 三河 １１４田原城 ７２，５ｘ５７，７ｃｍ城郭図 中 精 

           元田原県 建築鳥瞰 

近畿 丹波 １１５亀岡城 ８９，６ｘ５４，６ｃｍ城郭図 中 精 

           丹波国亀岡県 五重天守等鳥瞰 文字無 

近畿 伊勢 １１６神戸城 １４８，５ｘ１０９，２ｃｍ城郭図 大 細密 

           神戸城内図面 方位 測量 元県庁 兵学寮 

東海 美濃 １１７苗木城 ６２ｘ６３，８ｃｍ城郭図 中 粗 

           元苗木県城跡略図 方位 

東北 磐城 １１８湯長谷陣屋 ７１，３ｘ４６，８ｃｍ陣屋図 中 粗 

           磐城国磐前郡下湯長谷村同郡白鳥村散野入合 

           元湯長谷陣屋之図 ４９ 

東北 羽後 １１９亀田城 ７７，３ｘ５４，５ｃｍ城郭図 中 粗 

           旧亀田県城郭之図  

 


